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・2006年度総会・研究発表大会プログラム 

・お知らせ 

 

会 告 

○2006年度(第61回)立正地理学会研究発表大会プログラム 

日 時：2006年6月3日（土）9:30より 

会 場：立正大学熊谷校舎８号館（会場が６号館から変更となりました．ご注意下さい） 

 

《口頭発表 1》9:30～11:10 

9:30-9:50    小長谷洋之（中央大・非）：アメリカ大陸横断鉄道にみる自然と人々の生活． 

9:50-10:10   戸田真夏（立正大・非）：05 スペインサッカー事情． 

10:10-10:30  初沢敏生（福島大）：福島大学教育学部における地理教育実践報告（2）―高校地

歴科教育法での授業案づくり―． 

10:30-10:50  長坂政信（立正大）：立正大学地理学科学生の卒業論文のテーマ・対象地域から

見た特色―1970～2001 年度の 10 年毎の変遷から―． 

10:50-11:10  森本健弘*・村山祐司（筑波大）：フィールドワークと空間分析を組み合わせた地理

情報科学実習． 

《ポスター発表紹介》11:10-11:15（集会委員会） ※掲示時間は 10:00～16:00 です。 

片柳 勉（立正大）：英国ストラトフォード・アポン・エイヴォンの観光地としての特色とその課題． 

河野 忠（日本文理大）・鈴木康久（京都カッパ研究会）：都名所図会に登場する名水とその現状． 

高田明典（立正大・非）・鈴木厚志（立正大）：伊豆半島における土地利用変化と耕作放棄地の現

状． 

原美登里（立正大）・松尾忠直（立正大・院）・村田啓介（立正大・非）・元木理寿（立正大・PD）・柄

沢瑛彦・後藤貴則・篠崎秀人・高野桂一・田中沙織・西田拓也・安野洋紀・山本貴

之（立正大・学）：熊谷市の都市構造―南部編―． 

高橋由直・末広由紀子・須田恵里香（立正大・学）・原美登里（立正大）：島原市の水環境． 

島津 弘（立正大）：英国ダートムーアの地形とダート川の土砂移動． 

小松陽介*（立正大）・葛葉泰久（三重大）・飯塚 聡（防災科学技術研究所）：那珂川水系皇都川流

域における水文観測システム． 

《総会》  11:20～12:10  研究発表大会会場で行います． 

12:10～12:30  田中啓爾記念地理学奨励賞授与式 

《口頭発表 2》13:30～17:00 

13:30-13:50  河野 忠（日本文理大）・中川貴了*（日本文理大・院）：潜水橋の分布と構造の特徴

に関する研究． 

13:50-14:10  谷口智雅（立正大・非）*・吉越昭久（立命館大）・谷口真人（総合地球環境学研究

所）：史料・地形図から見た歴史的水環境の復原への地理学的アプローチ． 

14:10-14:30  小玉 浩（立正大・非）*・高村弘毅（立正大）：崖線湧水の水温変化―世田谷区の

事例―． 

14:30-14:50  中村洋介（立正大）：荒川扇状地における関東ローム層の火山灰層序． 

14:50-15:10  門村 浩（立正大・非）：地球変動の中のサハラ管見． 

15:20-15:40  小川 護（沖縄国際大）：沖縄県におけるキク類生産の地域特性―輪ギク・小ギク

栽培を中心に―． 

15:40-16:00  上村康之（秋田経済法科大）：地方都市郊外住宅地における戸建住宅居住者の定
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住意識と地域住環境評価―青森県八戸市是川団地、旭ヶ丘団地を例に―． 

16:00-16:20  元木理寿（立正大・PD）：熊谷市におけるごみステーションの分布とその景観． 

16:20-16:40  岩動志乃夫（東北学院大）：大学生による仙台市都心商業地の活性化への取り組

み―東北学院大学地域構想学科の試み―． 

16:40-17:00  高橋堅造：巡検考． 

《地理写真展示》 

多田統一（都立荒川商業高等学校，定時制）：研究所めぐり（Ⅳ）―施設および設備―． 

小長谷洋之（中央大・非）：アメリカ大陸横断鉄道にみる自然と人々の生活． 

谷口智雅（立正大・非）：ネパール山岳地域の水利用． 

鈴木厚志（立正大）：フィールドワークと写真地域構造図． 

島津 弘（立正大）：ブリテン島の山・川・海岸（その 1 山），（その 2 川），（その 3 海岸）． 

《懇親会》17:45-19:00 学生食堂（ステラ）で行います． 
* は発表者 発表時間：口頭発表は 20 分（質疑応答を含む） 

 
 
 

○お知らせ 

2006年度立正地理教養セミナー  
多様な世界と新しい観光 ―21世紀における「八十日間世界一周」― 
 

会 場：JR熊谷駅直結「ティアラ21」4階「ハートピア」会議室1（駐車場あり） 

定 員：一般・学生，各回先着40名 受講料：無料（初回受講時に資料代500円） 

主 催：立正大学地球環境科学部地理学科     後 援：立正地理学会 

申込先：立正大学地理学科 電話：048-539-1660 FAX：048-539-1670 Email：geography@ris.ac.jp 

※各回とも1週間前までに電話・FAX・E-mailでお申し込み下さい． 

 

第１回 ５月２７日（土） 挨拶 １９世紀の世界認識と観光 

   物語に描かれたイギリスの自然  （島津 弘） 

   イタリアの食文化と観光  （長坂政信） 

第２回 ６月１０日（土） スリランカの風土と文化  （大塚昌利） 

 バリ文化と自然環境  （原美登里） 

第３回 ６月２４日（土）  中国長江流域の自然と文化 （内山幸久） 

 アメリカ西海岸の気候と地形 （小松陽介） 

第４回 ７月９日（日） アメリカ合衆国の都市の素顔 （鈴木厚志） 

  アメリカ合衆国の自然と国立公園 （澤田裕之） 

第５回 ７月２２日（土） イギリスにおける歴史遺産観光 （片柳 勉） 

 １９世紀日本の保養地の風景 （岡村 治） 

 総括 多様な世界と新しい観光 

※隔週土曜日（または日曜日）の13:30～16:00（１回のみの参加も可）． 

 

編集後記 

 研究発表大会のプログラムを掲載しました．みなさまの参加をお待ちしております．  
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